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災
害
時
に

お

け
る

宗
教
者
と

連
携
の

力

稲
場
　
圭

信

　
は

じ

め

に

　
本
シ

ン

ポ
ジ

ウ

ム

に

お
け
る
私
の

役
目
は
、

東
囗

本
大
震
災
の

復
興
の

過
程
を

踏
ま
え
て
、

宗
教
者
の

活
動

、

宗
教
の

社
会
貢
献
・

公
益
性
に

つ

い

て

発
題
す
る

こ

と

で

あ
る
。

　
災
害
社
会
学
な
ど

の

先
行
研
究
を
も
と
に
、

東
日

本
大
震
災
の

復
興
へ

の

プ

ロ

セ

ス

を
以

下
の

よ
う

に
整

理
し
た

。

す
な
わ

ち
、

フ

ェ

ー

ズ

ー

「

緊
急
救
援
期
（
〜
一

週
間
と

、

フ

ェ

ー

ズ

2
「

避

難
救
援
期
（
〜
三

ヶ

月
）

」

、

フ

ェ

ー

ズ

3
「

復
旧
期
（
〜
一

年）
」 、

フ

ェ

ー

ズ

4
「

復
興
準
備

期
（

〜

二

年）
」

、

フ
ェ

ー

ズ

5
「

復
興
・

生

活
再
建
期
（
二

年
〜

∀

」

で

あ
る

。

今
回
は

、

二

〇
一
一

年
三

月
十
一

日
か

ら
一

年
半
の

時
期
に
あ
た

り、

フ

ェ

ー

ズ
4
ま
で

を
取
り
上

げ
る

こ

と

に

す
る

。

フ

ェ

ー

ズ

と

対
応

す
る

主

要
な
活

動
を
左
記
の

よ
う
に

整
理
し
た

。

1234

緊
急
救

援
期

（
〜
一

週
間）

避
難
救

援
期

（
〜
三

ケ

月）

復
旧
期

（
〜
一

年）

復
興
準
備
期

（
〜
二

年）

・

人
命
救
助、

緊
急
避
難

・

物
資
供
給

・

避
難
所
で

の

支
援

・

物
資
供
給

・

仮
説
住
宅
で

の

生

活
支
援

〜
凡

ご
と
の

ケ
ア

・

生
活
再
建
へ

向
け
て

の

支
援

・

心
の

ケ

》

　
フ

エ

ー

ズ

ー
・

2
に

お

け
る

被
災
地
で
の

宗
教
の

力

　

東
日

本
大
震
災
で

は
、

大
地

震
と

津
波
に
よ

り、

多
く
の

人
的
被
害
が

生

じ
た

が
、

建
築
物
も
被

害
が

大
き
か
っ

た
。

流
出
・

全

壊
の

建
物
は
十

三

万
戸
近
く
に

の

ぼ

る
。

多
く
の

人
が
住
む
場
を

失
っ

た
。

フ

ェ

ー

ズ

ー

の

緊
急
救
援
期

、

フ

ェ

ー

ズ
2
の

避
難
救
援
期
に

被
災
地
の

宗
教
と
外
か

ら

支
援
に

入
っ

た

宗
教
は

大
き
な
力
を
発
揮
し
た

。

津
波
を

逃
れ
て

多
く

の

人
が

避
難
し
た
の

は

指
定
避
難
所
に

な
っ

て

い

た

公

民
館
や
学

校
ば
か

り
で

は

な
い
。

宗
教
施
設
に
も
多
く
の

人
が
逃
げ
た

。

　

宗
教
施
設
に

避

難
し

た

人
々

は、

公
民
館
や
学
校
の

体
育
館
と

は
異
な

り、

畳
や
広
く
あ
た

た

か

い

空
間
が
あ
り
助
か
っ

た

と
い

う。

被
災
地
で

の

宗
教
施
設
は

緊
急
避
難
所
に

な
り、

三

百
人
以
上
が

三

ヶ

月
を
過
ご

し

　

　
　
　
　
↑）

た

寺
院
も
あ
る

。

被
災
地
で

宗
教
は
そ
の

力
を
発
揮
し

た
。

宗
教
施
設
に

は
、

「

資
源

力
」

（

広
い

空

間
と

畳
な
ど

の

被
災

者
を
受
け
入
れ
る

場
と
、

備
蓄
米
・

食
糧
・

水
と

い

っ

た

物）

が
あ
っ

た
。

檀
家、

氏
子、

信
者
の

「

人
的
力
」

が

あ
り、

助

け
合
い
、

支
援
活

動
が

行
わ

れ
た

。

そ
し
て
、

祈
り、

人
々

の

心
に

安
寧
を

与
え
る
「

宗
教
力
」

が
あ
っ

た
。

強

制
的
に

祈
る
な
ど
の

宗
教
行
為
を

さ
れ
た
の

で

は
な
く、

自
然
と

祈
り
た

く
な
っ

た

人
た
ち
が
い

た

の

で

あ
る

。

　
心
の

ケ
ア

　

被
災
地
の

外
か
ら
被

災
地
に

救

援
に

向
か

っ

た

宗
教

者、

宗
教
団
体
も

様
々

な

活
動
を
展

開
し
た

。

フ

ェ

ー
ズ

ー

で

は
、

帰
宅

困
難

者
の

受
け
入

れ
、

対
策
本

部
の

設
置、

救
援
物
資
供
給、

炊
き
出
し
な
ど

多
岐
に

わ
た

る
。

阪
神
淡

路
大

震
災、

あ
る

い

は
そ

れ
以

前
か

ら

の

経
験
の

蓄
積
が

あ

る

教
団
も
あ

り
、

初
動
は
迅

速
で

あ
っ

た
。

フ

ェ

ー

ズ

2
に

お
い

て

も、
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が
れ
き
撤
去、

片
付
け、

足

湯
、

仮
設
ト

イ
レ

の

掃
除

、

読
経、

追
悼
と

様
々

な
活
動
を
し
た

。

仮
設

住
宅
が
で

き
、

避

難
所
の

被

災
者
が

移
動
す

る
フ

ェ

ー
ズ

3
に

な
る
と

、

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

の

数
も

減
っ

て

い

っ

た

が
、

宗
教
者
の

活
動
は

続
い

た
。

仮
設

住
宅
で

の

生

活
支

援
、

傾
聴
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

な
ど
で

あ
る

。

次
第
に

心
の

ケ

ア

の

重
要

性
が

指
摘
さ

れ
て

き
た

。

　
こ

こ

で

被
災
地
の

あ
る
住
職
A
さ
ん
を

取
り
上
げ
た
い

。

こ

の

住
職
A

さ
ん

の

寺
院
の

本

堂
は

津
波
で

流
出

し
た

。

し
か

し、

そ

れ
で

も、

檀

家
、

地
域
の

人
を

励
ま
し、

助
け
合
い

の

避
難
生
活
を
送
っ

た
。

フ

ェ

ー

ズ

2
の

時
期、

震
災
か
ら
四
十
九
日

目
に

壇
信

徒
の

葬
儀
を
住

職
A
さ
ん

は
執
行
し
た

。

そ
の

場
で

、

A
さ
ん

は
、

助
け
ら
れ
た
生

命
を

大
切
に、

そ
し
て、

犠
牲
と

な
っ

た
人
た
ち
の

分
ま
で

生
き
よ

う
と
被
災

者
を
励
ま

し
た
と

い

う
。

フ

ェ

ー

ズ

3
の

夏、

行

方
不
明
者
の

葬
儀
が
続
い

た
。

新

盆
前
に

供
養
し
た

い

と
い

う
被
災
者
の

思
い

で

あ
る

。

A
さ
ん
は
連
日

葬

儀
を
執
り
行
い
、

八
月
の

新
盆
供
養
で

は、

例

年
の

三
倍
の

方
の

供
養
を

し
た

。

そ
し
て
、

フ

ェ

ー
ズ

4
の

時
期

。

冬、

A
さ
ん
は

忽
然
と

姿
を
消

し
、

無
言
の

帰
宅
と

な
っ

た
。

　

亡
き
人
と

な
っ

て

し
ま
っ

た
住
職
A
さ
ん

と

交
流
の

あ
っ

た

住
職
B
さ

ん
は
、

今
も
被
災
地
で

檀
家
と
と

も
に

復
興
に

む
け
て

取

り
組
ん

で

い

る
。

し
か
し、

そ
の

B
さ
ん

は、

被
災
し
た

宗
教
者
へ

の

ケ
ア

が

な
い
、

宗
教

者
を
助
け
て

く
れ

る

人
が
い

な
い
、

津
波
が
き
た
と
こ

ろ

に

住
み

続
け
る

こ

と

は

精
神
的
な

負
担
と
な
っ

て

い

る

と
い

う
。

B
さ
ん

は
、

気
丈
に
過

ご

し
て

い

る

つ

も

り
で

も
動
揺
し
て

い

た
。

視
覚
を

含
め

て
、

様
々

な
感

覚
が
鈍
っ

て

お

り、

今
も、

精
神
安
定
剤
を

と
る

日
々

が

続
い

て

い

る
。

　

宗
教
者
に

よ

る

支
援
の

情
報
は
、

様
々

に

共
有
さ
れ、

連
携
の

輪
も
ひ

　

　
　〔
2〕

う

が
っ

た
。

し

か

し
、

一

方
で、

被
災
地
で

取
り
残
さ
れ、

苦
悩
し
て

い

る

宗
教
者
も
い

る
。

フ

ェ

ー

ズ

4
の

復
興
準
備
期
に

な

り、

電

気
な
ど

の

イ
ン

フ

ラ

は

復
旧

し
て

き
て

い

る

が
、

生

活
支
援
を
ふ

く
め

て
、

心
の

面

で

の

ケ
ア

も
大
切
で

あ
る

。

「

心
の

ケ

ア
」

と

称
し

て

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

が

被
災
地
を
回
る

が
、

被
災
者
は

、

毎
回
入
れ

替
わ
る
担

当
者
に

同
じ
話
を

何
度
も
し

な
け
れ
ば
な

ら

な
い

。

「

ま

た
来

ま
す
と

言
っ

て、

同
じ

人
が

来
た
た
め
し
が

な
い
」

と

被
災
者
は
い

う
。

心
だ
け
を

切
り
取
っ

た
ケ
ア

は

成
り
立
た
な

い
。

一

方
、

何
で

も

屋
、

御
用
聞
き、

土

台
の

お
手
伝
い

な
ど

「

丸
ご

と
の

ケ
ア
」

を

す
る

宗
教
者
た

ち
に
信
頼
を

寄
せ
る

被
災
者

も
い

る
。

悲
し

み

に

打
ち
ひ
し

が

れ
、

苦
し

み

を
背
負
っ

て

ど

う
に

か

生

き
て

い

る

人
た
ち
へ

の

共
感
に

よ
る

つ

な
が

り
「

共
感
縁
」

に

基
づ

い

た

「

寄
り

添
い

の

ケ
ア
」

、

「

丸
ご

と
の

ケ

ア
」

を
す
る

宗
教
者
が

、

さ

ま

ざ

ま
な

縁
を
喪

失
し

た

人

た
ち
の

生
き
る

歩
み

の

伴
走
者
に
な
っ

て

い

る
。

　

震
災
後
を
避

難
所
で

と
も
に

生
き

抜
い

た
人

た
ち
は

、

仮
設
住
宅
へ

の

入

居
と

同
時
に

バ

ラ

バ

ラ

に

な
る

ケ
ー

ス

も

多
い

。

そ
こ

に
、

宗
教
者
が

丁

寧
に

二

i
ズ

を

聞
き

、

支
援
を

続
け

て
い

る
。

寺
院
で

の

花
見
な
ど

も
、

三

ヶ

月
の

間
、

と
も
に

苦
し
み
を
分
か
ち

合
い
、

生
き
延
び
た

後
に

バ

ラ
バ

ラ

に

仮
設

住
宅
へ

入

居
し
な

け
れ
ば
な

ら
な
か
っ

た

人
た
ち
が

、

再
会
を
願
っ

て
、

僧
侶
に

お
願
い

し
て

実

現
し
た

も
の

で

あ
る

。

被
災

者

の

声
を
も
と
に

し
た

、

寄
り
添
い

支
援
の

取
り
組
み

で

あ
る

。

　

宗
教
的
利
他
主

義
の

留
意
点
と

し
て
、

「

独
善
的
に

な
っ

て

い

な
い

か
」

、

「

閉
鎖

性
（
信
仰
の

な
い

人、

他
宗
教
の

人
に

開
か
れ
て

い

る
か、

一

般

の

人
が

参
加
し

や
す
い

雰

囲
気
か
）
」 、

「

市
民
団
体
と

同
様
に、

説
明
責

任
を
自
覚
し
て

い

る

か
」

な
ど

の

論
点
が
あ

げ
ら
れ

る

が
、

被
災
地
支
援

で
、

宗
教
者、

宗

教
団
体
は
、

そ
の

よ

う
な

留
意
点
を

踏
ま
え
な
が
ら、

慎
重
に
、

信
頼
さ
れ
る

活
動
を

続
け
て

い

る
。

14（736）
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宗
教
の

社
会
貢
献
と

公
益
性

　

宗
教
の

社
会

貢
献
や
公
益
性
が
問
わ
れ
る

時
、

災
害
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

よ

う
な
活
動
だ

け
を
取
り
上

げ
て

論
じ
る

こ

と

は
で

き
な
い

。

私
は

、

宗

教
の

社
会
貢
献
を

「

宗
教
者、

宗
教
団

体、

あ
る

い

は
宗
教
と

関
連
す
る

文
化
や
思
想
な
ど

が、

社
会
の

様
々

な

領
域
に

お
け
る

問
題
の

解
決
に
寄

与
し
た

り
、

人
々

の

生

活
の

質
の

維
持
・

向
上
に

寄

与
し
た

り
す
る

こ

〔
3〕と

」

と

ゆ
る

や

か

に

定
義
し
て

い

る
。

今
回

、

被
災
し
た
宗
教
施
設
へ

の

支
援
に

関
し
て

、

「

地
域
の

伝
統
や

文
化、

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

の

再
生
と

宗

教
施
設
」

の

関

係
を
指
摘
し、

復
興
庁
は

「

宗

教
施
設
は
対
象
外
で

は

な

い

」

と

全

日

本
仏

教
会
へ

回

答
（
二

〇
一

二

年
八

月
一

七

日
）

し
て

い

（
4）る

。

そ
こ

に

は

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

キ
ャ

ピ

タ

ル

と
し
て

の

宗
教
と

い

う
視
点

も
あ
る

。

政
教

分
離
を
杓
子
定
規
に

出

す
姿
勢
の

変

化
と
言
え
よ

う
か

。

　

そ
し
て、

地
域
防
災
に
宗
教
施
設
が

貢
献
し
て

い

る
。

兵
庫
県
多
可
郡

多
可
町
で

は
、

多
可
郡
仏
教
会
に

所
属

す
る

三

十
五

ヶ

寺
が
「

災
害
時
に

お
け
る

寺
院
本
堂
等
施
設
利
用
に

関
す
る

協
定
」

を
町
と
結
ん
で

い

る
。

東
京
都
台
東
区
は

「

災
害
時
に

お

け
る

帰
宅
困

難
者
の
一

時
滞

在
施
設
に

関
す
る
協
定
」

を
浅
草
寺
と

結
ん
で

い

る
。

東
京
都
内
の

市
区
町
村
は
、

「

東
京
都

帰
宅
困
難

者
対
策
条
例
」

の

平
成
二

十
五

年
四
月
の

施
行
に
む

け
て

施
設
の

確
保
に

動
い

て
い

る
が

、

宗
教
施

設
も
一

時
滞
在
施
設
と

し

て

指
定
さ
れ
る
ケ
ー

ス

も
あ
る

。

京
都

府
は

、

地
域
防

災
計
画
に

寺
社
等

　
　

　
　
　
　
　
　
　（
且

を
含
め
て

検
討
し
て

い

る
。

　

行
政、

自
治
体

、

他
の

民

間
支
援
組
織
と

宗
教
施

設
の

連
携
の

動
き

は
、

今
後、

益
々

広
が
っ

て

い

く
で

あ
ろ

う
。

　

し
か
し、

災

害
時
の

協
定
が
市
町

村
と

宗
教
施
設
で

結
ば
れ
た
と
し
て

も、

そ
れ
だ

け
で

は
機
能
し
な
い

。

日

ご

ろ

か

ら
の

取
り
組
み

が

大
切
で

あ
る

。

被
災
地
で

緊
急
避

難
所、

活
動
拠

点
と

し
て

機
能
し
た

宗
教
施

設

の

多
く
が、

日
頃
か

ら

開
か

れ
た

宗
教
施
設
と
し

て

地

域

社
会
に

あ
っ

た
。

宗
教
者
が、

平
常
時
か
ら

自
治

体
の

町
づ

く
り
協
議
会
や

社
会
福

祉

課
、

防
災

課
と

連

携
し
て

い

る

と

こ

ろ
は

災

害
で

連

携
の

力
を

発
揮
し

た
。

平
常
時
に、

地
域
に

開
か
れ
た

宗
教

施
設
に
、

ど
の

よ

う
に

し

て

い

く
か
が

課
題
で

あ
る

。

　
お
わ

り

に

　

宗
教
の

社
会
貢
献
に

対
す
る

認

知
度
は

そ
れ

ほ

ど

高
く
は
な
い

。

三

人

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

（
6V

に
一

人
が
知
っ

て

い

る

程
度
で

あ
る

。

し
か

し
、

今、

宗
教
者
と

宗
教
研

究
者
に

よ
る

共
同
作
業、

ブ

イ

ー
ル

ド
ワ

ー

ク

か
ら

ア

ク

シ
ョ

ン

・

リ

サ

ー

チ
に

つ

な

げ
て

い

く

営
み
が
あ
る

。

若
い

宗
教
者
を

中
心
に

し
た

、

社

会
の

問
題
を

見
抜
く
「

観
察
力
」 、

対

象
に

思
い

を
め

ぐ
ら
す
「

想
像
力
」 、

社
会
現

象
に

つ

い

て

記
述

す
る

「

表
現
力
」

・
「

発
信
力
」

、

人
と

社

会
を

巻
き
込
ん

で

動
か

す
「

行
動

力
」

が

宗
教
の

社
会
貢
献
に

対
す
る

社
会
の

認
知
度
を
上

げ
て

い

く
可
能

性
が
あ
る

。

　

祭、

現
代
版

寺
子

屋
な
ど
に

加
え、

NPO

や
ボ

ー

イ
ス

カ

ウ
ト

な

ど
、

様
々

な
社

会
的
ア

ク

タ

ー

と

連
携
し
た

地
域

ぐ
る

み

の

取
り
組

み

が
、

宗
教
施

設
を
地
域
に

開
か

れ
た

も
の

と

し
て
い

く
。

確
か

に
、

未
曾

有
の

大
震
災
に

よ

り
「

共
感
縁
」

が

誕
生

し
た

。

ど

こ

ま
で

続
く
か

。

単

な
る

傍
観
者
と
な
る

の

で

は
な

く
、

関
与
し
な
が
ら、

動
向
を

見
て

い

く

こ

と

も
必

要
で

あ
ろ

う
。

　
注

（
1

）

本
稿
の

デ

ー

タ

は
、

稲
場
圭
信
『

利
他
主
義
と

宗
教
』

弘
文
堂、

（737）15
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二

〇
一
一

年、

お

よ
び
、

稲
場
圭

信
「

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
宗

　
　

教
者
と

宗
教
研
究
者
」

（
『

宗
教
研
究
』

三

七

三

号、

二

〇
一

二

年）

　

　
に

よ

る
。

（
2）
　
「

宗
教
者
災
害
救
援
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
」

、
「

宗
教

者
災
害

救
援
マ

ッ

　
　

プ
」

「

宗
教

者
災
害
支
援
連
絡
会
」

「

心
の

相
談
室
」

な
ど

。

（
3）
　
稲
場
圭

信
『

利
他
主
義
と

宗
教
』

五

〇

頁
。

（
4）
　
『

佛
教
タ
イ
ム

ス
』

二

〇

＝
一
年
八

月
三

〇
日

号
。

（
5）
　
「

寺
門
興

隆
』

二

〇
一

二

年
九
月

号
。

（
6）
　
庭
野
平
和
財
団
「

宗
教
団
体
の

社
会
貢
献
活
動
に

関
す
る

調
査
」

　

　
二

〇
一

二

年
。

宗
教
の

公

共
力
と

復
興

−
環
境
保
護
の

視
点
か

ら

ー岡
田

真
美
子

　
序
　
山
片
蟠
桃
へ

の

批
判

　
　
　
　
　
　

自
然
を
な
ん

だ
と
思
っ

て

い

る

の

か

？

　
山
片
蟠
桃
（

一

七
四
八
ー
一

八一

二
）

は

そ

の

著
書
『

夢
の

代
』

制
度

巻
五

之
一

五

の

な

か
で
、

名
山
や
鉱
物
資
源

、

名
木

、

名
石
の

出
る
山
に

は

神
仏
を
祭
っ

て

は

な
ら
な
い
、

鬼
神
を

恐
れ

る

習
慣
が

あ
る
こ

と

に
加

え
て
、

巫

女
や
僧
侶
に
お
ど

さ
れ
て
、

山
を

神
仏
に

奪
わ

れ

て

し
ま
う
か

ら
だ
、

と

述
べ
、

さ
ら
に、

神
仏
の

祀
ら

れ

た
山

林
の

木
を

伐
る

こ

と

が

許
さ
れ
な
い

の

は

け
し
か
ら
ん、

と

怒
っ

て

い

る
。

仙
台
藩
の

財
政
を
立

て

直
し
た

優
れ
た

経
済

学
者
の

言
で

は

あ
る

が
、

果
た
し

て
、

信
仰
対
象

と

な
っ

た

山
の

開
発
が

難
し
か
っ

た

り
、

そ
の

山

林
を

伐
る

こ

と

が
許
さ

れ

な
か

っ

た

り
す
る

の

は

そ
ん

な
に
悪
い

こ

と

だ
っ

た
の

だ
ろ

う
か

？

経
済
第
一

、

人
間
は
自
然
界
に

お
い

て

な
ん

で

も
か
で

も
利
用
で

き
る

も

の

は

利
用
し
て

い

い

と

い

う
考
え
方
で

よ

か
っ

た
の

だ
ろ

う
か

。

　
一

　

宗
教
の

環
境
保
護
力

　
三

輪
山
や
春
日
山
が

神
仏
に

独
り
占
め

さ
れ
て

い

る

と
い

う
蟠
桃
の

嘆

き
と

は

う
ら

は

ら

に、

神
仏
が
環
境
拠
点
に

置
か
れ
て

い

る

こ

と
で

樹
木

の

伐
採
が
抑
制
さ
れ、

環
境
悪
化
を
食
い

止
め

て

い

る

と
い

う
事
実
が

あ

る
。

　

大
崎
正
治
元
國
學
院

大
學
教
授
の

調
査
に

よ

っ

て

 
鎮
守
の

森
の

炭
素

蓄
積
量
は

、

日
本
の

森
林
平
均
値
の

三

倍
あ
り、

 
鎮

守
の

森
は

他
の

緑

化
施
設
に
比
べ

て
、

冷

却
効
果
も
大
で

あ
り、

 
東
京
二一
二

区
の

指
定
樹

木、

す
な
わ

ち
貴
重
な

樹

木
の

約
半
分
（
四
五
・
五

％
）

が

鎮
守
の

森
に

あ
る

こ

と
が

わ

か

っ

て

い

る
。

境
内
林
に
は
他
に

貯

水、

水
質
浄
化

、

土

壌
保
護、

気
温
緩
和、

防
風、

防
音、

景
観
の

保
存、

生
態

系
保
護

、

法

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（
1）

面
保
護
な
ど

多
様
な
働
き
が
あ
る

。

　
一

方、

蟠
桃
の

願
い

が

叶
い
、

近
代
合
理
主
義
に

よ

っ

て

神
仏
を

奪
い

取
ら

れ
、

宝
物
や
木
を
思

う
さ
ま
開
発
で

き
る

よ

う
に

な
っ

た
山
は

ど

う

な
っ

た
か

？

　

例
え
ば

香
春
三

山
を
み

て

み

よ
う

。

新
羅
の

神、

辛
國
息
長

大
姫
大
目

命
が

鎮
座
し
た

香
春
一

之
岳
は
、

も
と

も
と

五

〇
〇
メ

ー
ト
ル

の

標
高
が

あ
っ

た

と

言
わ

れ
て

い

る

が
、

高
度
成
長
期

以
降
石
灰

石
（

「

白
い

ダ
イ

ヤ
」

と

呼
ば
れ

て

セ

メ

ン

ト

材
料
と

な
っ

た
）

を
切
り
出
し
続

け
た
た
め

に
、

現
在
で

は

標
高
二

七

〇
メ

ー
ト
ル

の

切
株
の

よ

う
な
姿
に

な
っ

て

い

る
。
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